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CT、MRI、核医学検査などの高度な画像検査の 

標準的検査方法に関する調査 回答内容 

脳神経 

１．頭部外傷評価の MRI 検査で実施している撮像法はどれですか 

 

 

２ 脳卒中が疑われる場合の MRI 検査で実施している撮像法はどれですか 
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３ 認知症が疑われる場合の MRI 検査で実施している撮像法はどれですか 
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頭頚部 

１ 側頭骨 CT 検査で、各側個別の再構成画像として横断像および冠状断像（骨条件：スライス厚

0.5～0.625 mm）を作成していますか 

 

 

 

【自由記載コメント】 

l 側頭骨 CT検査は、1mm厚の各側個別の横断像と冠状断像を作成し PACSにおくっている 

l 冠状断 3mm、水平断 1or3mmスライスの場合はあてはまるものがなく、「いいえ」とせざるを得ませんで

した。 

l 当院で施行している撮影が選択肢になく、実施しているのに回答できていない検査があります。例えば、
CT は全症例をボリュームで撮影し、AQnet で多方向の断面を観察しています。副鼻腔では冠状断、矢

状断は作成していないので「作成していない」と回答しましたが、読影時には細かいスライスで観察して

います。 

  

128, 87.1%

16, 
10.9%

3, 2.0%

放射線総合修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

155, 80.7%

33, 17.2%

4, 2.1%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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２ 鼻副鼻腔 CT 検査では、横断像のみでなく冠状断像(骨条件、軟部条件：スライス厚および間

隔 1～2 mm）を作成していますか 

 

 

  

【自由記載コメント】 

鼻副鼻腔 CT検査では、5mm厚の横断像と冠状断像を作成し PACSにおくっている。そして必要に応じて

workstation上で 1mm厚の横断像・冠状断像をチェックしている。従って回答は「いいえ」にしています。 

 

 

  

134, 91.2%

13, 
8.8%

0, 0.0%

放射線総合修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

168, 87.5%

23, 
12.0%

1, 0.5%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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心血管 

１ 冠動脈 CT 検査 1～2時間前のβ1選択性遮断薬の経口投与、または/および短時間作用型β1

選択性遮断薬の静脈投与を施行していますか 

 

 

 

２ 大動脈解離の急性期には pre-contrast CT（造影前の単純 CT 検査）を撮影していますか 

 

  

120, 81.6%

22, 
15.0%

5, 3.4%

放射線総合修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

158, 82.3%

28, 
14.6%

6, 3.1%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

318, 93.8%

21, 6.2% 0, 0.0%

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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肺野 

１ びまん性疾患と肺結節を評価する胸部 CT 検査では、HRCT を行っていますか 

 

 

２ 縦隔腫瘍の中の胸腺腫と胸腺過形成の鑑別に MRI の chemical shift imaging（ in 

phase/opposed phase）を用いていますか 

 

 

  

321, 94.7%

18, 5.3%

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

88, 59.9%

58, 39.5%

1, 0.7%

放射線総合修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

91, 47.4%
95, 49.5%

6, 3.1%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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乳腺 

１． 乳房 MRI 検査で実施している撮像法はどれですか 
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ダイナミックMRI後もしくは間の
造影T1強調像
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（造影前、造影剤注入後

1~2分後の早期相、
2分以降の後期相）

拡散強調像

T1強調像

脂肪抑制T2強調像
もしくはSTIR像

放射線総合修練機関
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２  乳腺 MRI 検査はガドリニウム造影剤を用いた造影検査を必ず行っていますか 

 

 

 

 

３ 乳房 MRI 検査は乳房専用コイルを用いて両側乳房を同時に撮像していますか 

 

 

  

314, 92.6%

19, 
5.6%

6, 1.8%

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

311, 91.7%

22, 
6.5%

6, 1.8%

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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肝臓 

１ 肝臓ダイナミック CT 検査で実施していることはどれですか 

 

0
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136

78

71

124

137

107

146

(0.0%)

(85.7%)

(92.5%)

(53.1%)

(48.3%)

(84.4%)

(93.2%)

(72.8%)

(99.3%)

0 20 40 60 80 100 120 140 160

上記のどれも実施していない

平衡相は造影剤注入開始から180秒前後経った後に
行っている。

門脈相は造影剤注入開始から70秒前後経った後に
行っている。

後期動脈相はボーラストラッキング法を施行し、大

動脈のCT値の上昇が100HUに達してから20~25秒後
に撮影を開始している。

後期動脈相は造影剤注入時間+5~10秒で撮影を開始し
ている。

腎機能不良な患者では単純CT検査か、造影超音波検
査を検討している。

造影剤の投与量は個々の患者の体格（体重など）に

よって決定している。

注入時間固定法を用いている。

造影剤を急速静注し、動脈相を含んで多相性に撮影

している。

放射線総合修練機関
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【自由記載コメント】 

プロトコールの細部を限定しすぎているため、細かな条件がマッチしないと、まったく試行していないと言わざ

るを得なくなる。「後期動脈相をとっているか」と「何秒後？」は分けて考えるべき。 

 

  

0
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170

79

73

166
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116

192

(0.0%)

(83.9%)

(88.5%)

(41.1%)

(38.0%)

(86.5%)
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(60.4%)

(100.0%)
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上記のどれも実施していない

平衡相は造影剤注入開始から180秒前後経った後に
行っている。

門脈相は造影剤注入開始から70秒前後経った後に
行っている。

後期動脈相はボーラストラッキング法を施行し、大

動脈のCT値の上昇が100HUに達してから20~25秒後
に撮影を開始している。

後期動脈相は造影剤注入時間+5~10秒で撮影を開始
している。

腎機能不良な患者では単純CT検査か、造影超音波検
査を検討している。

造影剤の投与量は個々の患者の体格（体重など）に

よって決定している。

注入時間固定法を用いている。

造影剤を急速静注し、動脈相を含んで多相性に撮影

している。

放射線修練機関
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２ ガドキセト酸ナトリウム（Gd-EOB-DTPA）造影 MRI 検査で実施していることはどれですか 
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T2強調像はEOBを投与前あるいは投与数分以内に撮
像している。

造影前後のT1強調像は脂肪抑制法を用いている。

肝細胞相は軸位断に加え冠状断像を撮像している。

3D脂肪抑制T1強調像、グラジエントエコー法による
動脈相、門脈相、後期相、肝細胞相を撮像してい
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Gd-EOB-DTPAはダイナミックスタディを行ってい
る。

放射線総合修練機関
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(95.8%)

(98.4%)

0 25 50 75 100 125 150 175 200

上記のどれも実施していない

腎機能不良な患者では非造影MRI検査か、造影超音
波検査を検討している。

T2強調像はEOBを投与前あるいは投与数分以内に撮
像している。

造影前後のT1強調像は脂肪抑制法を用いている。

肝細胞相は軸位断に加え冠状断像を撮像している。

3D脂肪抑制T1強調像、グラジエントエコー法による
動脈相、門脈相、後期相、肝細胞相を撮像してい

る。

Gd-EOB-DTPAはダイナミックスタディを行ってい
る。

放射線修練機関
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３ ガドキセト酸ナトリウム（Gd-EOB-DTPA）造影 MRI 検査の際に行う単純 MRI で実施している

撮像法はどれですか 
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胆嚢胆道 

１ 胆道結石を疑う CT 検査では、造影のみではなく、単純撮影も施行していますか 

 

 

 

２ 胆道腫瘍を疑う CT 検査で撮影しているものはどれですか 

 

 

  

325, 95.9%

13, 3.8% 1, 0.3%

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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３ 胆道腫瘍を疑う CT 検査で、2 mm 以下の薄層撮像を実施するのはどの相ですか 

 

 

【自由記載コメント】 

CT薄層撮影では、Aqarius net上で再構成するものを含みます。 
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(0.0%)

(10.2%)

(50.3%)

(74.1%)

(81.0%)
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この検査は当施設では

実施していない

薄層撮像は
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平衡相
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単純（造影前）
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４ MRCP の際に実施している撮像法はどれですか 
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膵臓 

１ 膵臓 CT 検査では薄いスライス厚（1～3 mm）を用いていますか 

 

 

 

 

  

137, 93.2%

10, 6.8% 0, 0.0%

放射線総合修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

163, 84.9%

29, 15.1%

0, 0.0%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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２ 膵臓 CT 検査では 350 mgI/ml 以上の高濃度造影剤を使用していますか 

 

 

 

 

  

82, 55.8%

65, 44.2%

0, 0.0%

放射線総合修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施して

いない

84, 44.0%

107, 56.0%

0, 0.0%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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３ 膵癌が疑われる場合のダイナミック CT 検査で撮影しているものはどれですか 

 

 

 

【自由記載コメント】 

膵癌の dynamic CT も秒を指定されると該当するものがない(ルチンは 35" 90") 
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放射線修練機関
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４ 膵腫瘍の MRI 検査で実施している撮像法はどれですか 
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消化管 

１ 上部消化管ルーチン検査は日本消化器がん検診学会の基準撮影法に準じた二重造影法で行っ

ていますか 

 

 

２ 小腸造影検査でバルーンゾルデを使用することがありますか 

122, 83.0%

17, 11.6%

8, 5.4%

放射線総合修練機関
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いいえ

この検査は当施設では実施し
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153, 79.7%

30, 15.6%

9, 4.7%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

74, 50.3%67, 45.6%

6, 4.1%

放射線総合修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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３ 上部消化管の術前検査では経鼻胃管を使用することがありますか 

 

  

70, 36.5%

110, 57.3%

12, 6.3%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

92, 62.6%
43, 29.3%

12, 8.2%

放射線総合修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

99, 51.6%70, 36.5%

23, 
12.0%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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泌尿器 

１ 前立腺癌の検出を目的とする MRI 検査で実施している撮像法はどれですか 

 

 

２ 高齢者の無症候性肉眼的血尿や膀胱がん既往など、上部尿路上皮腫瘍を疑う場合の CT 検査で

は CT urography プロトコルである「単純、腎実質相、CT urography」の 3相を撮像していますか 

 

0

142

105

147

(0.0%)
(96.6%)

(71.4%)
(100.0%)

0 20 40 60 80 100 120 140 160

上記のどれも

実施していない

T2強調像

ダイナミック造影

拡散強調像

放射線総合修練機関

4

188

113

186

(2.1%)
(97.9%)

(58.9%)

(96.9%)

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

上記のどれも

実施していない

T2強調像

ダイナミック造影

拡散強調像
放射線修練機関

102, 
69.4%

42, 
28.6%

3, 2.0%

放射線総合修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

128, 
66.7%

59, 
30.7%

5, 2.6%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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３ 前立腺癌の検出を目的で拡散強調像を撮像する場合、どのプロトコルを使用していますか 

 

 
 

  

215, 63.4%

9, 2.7%

101, 29.8%

12, 3.5% 2, 0.6% high-b-value DWIとしてb>1,400 を用
い、かつADC mapをルーチンで作成
している。

high-b-value DWIとしてb>1,400 を用
いているが、ADC mapはルーチンで
作成していない。

b<1,400 だが、ADC mapをルーチン
で作成している。

b<1,400であり、ADC mapもルーチン
では作成していない。

拡散強調像は撮像しない。
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女性骨盤 

１ 子宮頸癌の局所進展度を評価する場合の MRI 検査で実施している撮像法はどれですか 

 

 

２ 子宮内膜癌の局所進展度を評価する場合の MRI検査で実施している撮像法はどれですか 

22

68

99

113

(15.0%)

(46.3%)

(67.3%)

(76.9%)

0 20 40 60 80 100 120

上記のどれも実施していない

子宮頸部の長軸に垂直かつ

ADC mapを付した軸位断拡散強調像

子宮頸部の長軸に垂直かつ

スライス厚4 mm以下の軸位断T2強調像

子宮頸部の長軸に平行な

矢状断T2強調像

放射線総合修練機関

49

76

102

130

(25.5%)

(39.6%)

(53.1%)

(67.7%)

0 50 100 150

上記のどれも実施していない

子宮頸部の長軸に垂直かつ

ADC mapを付した軸位断拡散強調像

子宮頸部の長軸に垂直かつ

スライス厚4 mm以下の軸位断T2強調像

子宮頸部の長軸に平行な

矢状断T2強調像

放射線修練機関

25

75

92

111

(17.0%)

(51.0%)

(62.6%)

(75.5%)

0 20 40 60 80 100 120

上記のどれも実施していない

子宮体部の長軸に平行または垂直かつ

ADC mapを付した矢状断/軸位断拡散強調像

子宮体部の長軸に垂直かつ

スライス厚4 mm以下の軸位断T2強調像

子宮体部の長軸に平行な

矢状断T2強調像

放射線総合修練機関
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３ 子宮筋腫が肉腫である可能性を精査する場合の MRI 検査で実施している撮像法はどれですか 

 

  

45

81

97

132

(23.4%)

(42.2%)

(50.5%)

(68.8 %)

0 20 40 60 80 100 120 140

上記のどれも実施していない

子宮体部の長軸に平行または垂直かつ

ADC mapを付した矢状断/軸位断拡散強調像

子宮体部の長軸に垂直かつ

スライス厚4 mm以下の軸位断T2強調像

子宮体部の長軸に平行な

矢状断T2強調像

放射線修練機関

35

67

87

92

107

(23.8%)

(45.6%)

(59.2%)

(62.6%)

(72.8%)

0 20 40 60 80 100 120

上記のどれも実施していない

子宮体部の長軸に平行または垂直かつ

ADC mapを付した矢状断/軸位断拡散強調像

子宮体部の長軸に平行または垂直な

矢状断/軸位断T1強調像

子宮体部の長軸に

垂直な軸位断T2強調像

子宮体部の長軸に

平行な矢状断T2強調像

放射線総合修練機関

56

81

95

104

128

(29.2%)

(42.2%)

(49.5%)

(54.2%)

(66.7%)

0 50 100 150

上記のどれも実施していない

子宮体部の長軸に平行または垂直かつ

ADC mapを付した矢状断/軸位断拡散強調像

子宮体部の長軸に平行または垂直な

矢状断/軸位断T1強調像

子宮体部の長軸に

垂直な軸位断T2強調像

子宮体部の長軸に

平行な矢状断T2強調像

放射線修練機関
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４ 付属器腫瘤が疑われる場合の MRI 検査で実施している撮像法はどれですか 

 

 

５ 充実部分を含む付属器腫瘤が疑われる場合の MRI 検査で実施している撮像法はどれですか 

1 (0.7%)

134 (91.2%)

140 (95.2%)

141 (95.9%)

145 (98.6%)

0 50 100 150 200

上記のどれも実施していない

ADC mapを付した
軸位断拡散強調像

脂肪抑制軸位断T1強調像

軸位断T1強調像

軸位断T2強調像
放射線総合修練機関

2

154

174

180

189

(1.0%)

(80.2%)

(90.…

(93.8%)

(98.4%)

0 50 100 150 200

上記のどれも実施していない

ADC mapを付した
軸位断拡散強調像

脂肪抑制軸位断T1強調像

軸位断T1強調像

軸位断T2強調像
放射線修練機関

1

128

134

141

141

145

(0.7%)

(87.1%)

(91.2%)

(95.9%)

(95.9%)

(98.6%)

0 50 100 150 200

上記のどれも実施していない

少なくとも2方向（矢状断、軸位断、冠状断）の造
影脂肪抑制T1強調像

ADC mapを付した軸位断拡散強調像

脂肪抑制軸位断T1強調像

軸位断T1強調像

軸位断T2強調像

放射線総合修練機関
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【自由記載コメント】 

・子宮MRは 2方向撮るが、通常は体軸に合わせる。 

・付属器腫瘍の造影も 2方向撮るが、両方向とも脂肪抑制とは限らない。 

・子宮の向きは様々なので、基本的に軸に合わせた撮影は行っておりません 

・婦人科系MRは dynamicの有無が知りたいです 

・子宮のMRIでは 3D-T2WI(VISTA)の撮影をし、AQnetで必要な角度を観察しています。子宮体部、子宮頚

部に垂直な断面は撮影していないので「撮影していない」と回答しましたが、読影時にはそれらの角度で観察

しています 

  

2

154

158

177

184

190

(1.0%)

(80.2%)

(82.3%)

(92.2%)

(95.…

(99.0%)

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

上記のどれも実施していない

少なくとも2方向（矢状断、軸位断、冠状断）の造
影脂肪抑制T1強調像

ADC mapを付した軸位断拡散強調像

脂肪抑制軸位断T1強調像

軸位断T1強調像

軸位断T2強調像

放射線修練機関



284 

骨軟部 

１ 腰椎 MRI 検査で実施している撮像法はどれですか 

 

【自由記載コメント】 

腰椎MRIでは、椎間板ヘルニア疑い、骨転移疑いで、撮影法を変えています 

 

２ 軟部腫瘤の MRI 検査で実施している撮像法はどれですか 

0

92

146

146

147

(0.0%)

(62.6%)

(99.3%)

(99.3%)

(100.0%)

0 20 40 60 80 100 120 140 160

上記のどれも実施していない

矢状断脂肪抑制T2強調像
（またはSTIR像）

軸位断T2強調像

矢状断T2強調像

矢状断T1強調像
放射線総合修練機関

1.0

149.0

187.0

186.0

191.0

(0.5%)

(77.6%)

(97.4%)

(96.9%)

(99.5%)

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

上記のどれも実施していない

矢状断脂肪抑制T2強調像
（またはSTIR像）

軸位断T2強調像

矢状断T2強調像

矢状断T1強調像
放射線修練機関

0

126

143

134

104

(0.0%)

(85.7%)

(97.3%)

(91.2%)

(70.7%)

0 50 100 150 200

上記のどれも実施していない

拡散強調像

少なくともT2強調像の1方向は脂肪抑制法を
併用

（1方向の脂肪抑制T2強調像はSTIRを代…

2方向以上のT2強調像

2方向以上のT1強調像

放射線総合修練機関
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1.0

154.0

182.0

168.0

132.0

(0.5%)

(80.2%)

(94.8%)

(87.5%)

(68.8%)

0 25 50 75 100 125 150 175 200

上記のどれも実施していない

拡散強調像

少なくともT2強調像の1方向は脂肪抑制法を併用
（1方向の脂肪抑制T2強調像はSTIRを代用してもよ

い）

2方向以上のT2強調像

2方向以上のT1強調像

放射線修練機関
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小児 

１ 小児 CT 検査では、成人の多相撮影プロトコルを用いるのではなく、単相撮影プロトコルを標

準としていますか 

 

 

 

 

 

118, 80.3%

20, 13.6%

9, 
6.1%

放射線総合修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

146, 76.0%

29, 15.1%

17, 8.9%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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２ 小児の知的障害・てんかん・けいれん等でスクリーニング検査を行う場合は、第 1選択とし

て CT 検査ではなく MRI 検査を行っていますか

 

 

 

  

115, 78.2%

22, 15.0%

10, 
6.8%

放射線総合修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

117, 60.9%

55, 28.6%

20, 10.4%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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核医学 

１ がん診療で用いる FDG-PET 検査では、前処置として 4 時間以上の絶食、FDC 投与後の安静待

機を行っていますか 

 

 

 

 

  

116, 78.9%

10, 
6.8%

21, 14.3%

放射線総合修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

70, 36.5%

35, 18.2%

87, 45.3%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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２ 心サルコイドーシスの診断における FDC PET/CT 検査の絶食時間として、少なくとも検査前

12 時間以上設けていますか 

 

 

 

 

  

98, 66.7%

17, 11.6%

32, 21.8%

放射線総合修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

58, 30.2%

43, 22.4%

91, 47.4%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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３ 心サルコイドーシスの診断における FDG PET/CT 検査前の食事内容として、前日夜の食事は

低炭水化物とし、その場合の炭水化物は 5 g 未満としていますか 

 

 

 

 

  

72, 49.0%

43, 29.3%

32, 21.8%

放射線総合修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

37, 19.3%

64, 33.3%

91, 47.4%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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４ 骨シンチグラフィ検査では、薬剤投与後 2～3時間以降、検査直前に排尿した後に撮影をして

いますか 

 

 

 

 

 

  

146, 99.3%

1, 0.7% 0, 0.0%

放射線総合修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない

162, 84.4%

8, 4.2% 22, 11.5%

放射線修練機関

はい

いいえ

この検査は当施設では実施し

ていない
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貴施設に関して 

貴施設は下記のうちどれになりますか 

 

 

147, 43.4%

189, 55.8%

3, 0.9%

放射線総合修練機関

放射線修練機関

その他


